
 

 

 

 

 

 

 

 

 

～プライマリ・ケアとは～ 

 プライマリ・ケアは「身近にあって、何でも相談にのってくれる総合的な医療」のことです。 

なにか相談したい健康上の心配事ができたとき、最初にかかる医療です。 

医療生協さいたまのフィールドでプライマリ・ケア実習に参加しませんか？ 

多くの医療専門職・介護専門職との連携を大切にしながら、患者さん・家族・地域とかかわる医療・介護を 

体感できます。 

あなた自身のやりたい医療・介護が見えてくるかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域医療実習のご案内 
~埼玉でプライマリ・ケアを体感しませんか~ 

医療生協さいたま 
さいたま総合診療医・家庭医センター 



【医療生協さいたま 実習施設】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学生実習（例）】 

 1日目（拠点病院） 2日目（診療所） 3日目 

午前 
8:00 集合；実習スタート 

多職種病棟カンファレンス参加 

看護師・リハビリ科同行実習 

診療所外来実習 

デイサービス同行実習 

地域探索実習（街歩き、医療生協

組合員さんインタビュー、班会参加） 

 

午後 
医師同行病棟実習 

患者さんインタビュー 

振り返り 

訪問診療実習 

訪問看護・介護実習 

振り返り 

地域包括ケア会議参加実習 

実習振り返り発表 

実習終了 

夜間 
当直実習 

夜間診療実習 

夜間診療実習  

【医療生協さいたまの実習は・・・】 

・学生実習を担当する専属の事務がコーディネートします。どんな実習がしたいか、どんな経験をしたいか、学びたいことは何か・・・など、

参加する学生さんの希望をよく聴き、一緒に実習を作り上げていくことを心がけています。 

・実習後には振り返りを行います。学生さん自身が学んだことを言語化でき、今後の学生生活などに活かせるような支援もしています。 

・地域医療の現場らしく、複数の医療介護専門職との関わりから学ぶことを経験できることはもちろん、地域に暮らす住民、働く人たちと

の関わりから学び、気づきを得ることも経験できます。 

・学生さん自身が、「自分が目指す医師（医療者）像」を考えるきっかけになるようにお手伝いします。 

※医療生協さいたま生活協同組合は、埼玉県内に１つの

センター病院（４０1床）、３つの中小病院、８つの診

療所、２つの歯科診療所、２つの老人保健施設をもち、

18 の介護事業所とともに、地域医療を展開しています。地

域をフィールドに、急性期病院-中小病院-診療所で、たくさ

んの経験をしてみませんか？ 

熊谷生協病院（105床） 

在宅療養支援病院 

秩父生協病院 

（75 床） 

回復期リハビリ病棟 

埼玉西協同病院 

（50 床） 

在宅療養支援病院 

埼玉協同病院（401床） 

医療生協さいたまセンター病院 

診療所でも実習 OK！ 



文字通り・・『赤ちゃんからお年寄りまで』 

地域で“家族”をケアする病院 

  『熊谷生協病院』（105 床） 

 

 

 

プライマリ・ケアを体験する時、その地域によって体験できることは様々です。まずは地域の特徴を知ることから始めませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼玉県内で学べる多彩なフィールド 

秩父地域の健康問題に多職種連携で取り組む 

長く安心して暮らせる街づくりのお手伝いをする病院 

  『秩父生協病院』（75床） 

 

急性期～在宅医療まで 

住み慣れた地域で暮らし続けるを支援する病院 

『埼玉西協同病院』（50床） 

 

医療生協さいたまには 8 つの診療所があります。 

地域の医療介護事業所と連携しながら、地域住民が安心して暮らし続けられるサポートをしています。 

地域医療のプロフェッショナルが対応する診療所です。 

医療生協さいたまセンター病院 

『埼玉協同病院』（401床） 

・臨床研修基幹病院 

・卒後臨床研修評価機構認定 

介護事業所は埼玉県内に 18事業所 

（ケアステーション、訪問看護ステーション） 

家庭医のいる診療所 

さいわい診療所 

大井協同診療所 

おおみや診療所 かすかべ生協診療所 行田協立診療所 

川口診療所 浦和民主診療所 所沢診療所 



【実習感想~アンケートより~】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習対象者 ・大学医学部の 1年生～6年生 

・医療系学校の学生で「地域医療」の現場で働きたいと考えている方 

※低学年の実習、大歓迎です 

期間 ※実習日程は 1日から受け入れ可能です。 

※実習は年間を通して参加可能です。（但し、土日祝日は不可）希望日をご相談下さい。 

参加条件 参加費は無料。交通費は片道上限 20,000円まで補助します。 

（但し、領収書持参の方のみ） 

白衣（実習着）、名札、聴診器をご準備できる方はお持ちください。 

お申込み 

方法 

埼玉協同病院 教育研修センターSKYMETホームページ または、 

さいたま総合診療医・家庭医センターSGFAMホームページ  

『医学生見学実習のお申込み』からお申込み下さい 

お問い合わせ 埼玉協同病院 教育研修センター,または、医療生協さいたま さいたま総合診療医・家庭医センターSGFAM  

〒333-0831 埼玉県川口市木曽呂 1317  埼玉協同病院 教育研修センター内 

℡：048-296-5822（直通）   Mail：skymet@mcp-saitama.or.jp 

まだ 1年生ということで医学知識も全くない中、見学や実習を通じて 

『医療』というものが身近に感じられることができました。 

本当に多くのことを学ぶことができました。実習を通じて特に感じたことは色々

な患者さんがいらっしゃるということです。年齢はもちろん、患者さんの 

家庭環境や社会背景など、様々なことを配慮して診察、治療しなければ 

いけないのだなと思いました。 

また、医療・介護の現場では医師や看護師だけでなく、多くの職種の方が 

ひとつのチームとして働いていることで機能しているんだなというのを感じました。 

学年があがって医学知識がついたら、また実習したいです！ 

（医学部 1年生） 
患者さんインタビュー 

MSW（メディカルソーシャルワーカー）さんからは、今まで知らなかった社会保障 

制度についてや生活保護の実態についてお話を聞けたことは、自分が医師として 

働くときに様々な背景を考えながら患者さんと向き合うことができると感じました。 

訪問看護の現場では 10年訪問看護師として働く看護師さんについて患者さん 

のご自宅に伺わせていただきました。 

訪問看護は異なった環境プラスいろんなジャンルの病気、ケアに対応しなければ 

ならないので、とても大変なお仕事だと思いました。 

また、看護師さんと長くお話しができたので、手術室の看護師業務や病棟での 

看護師業務など、働き方の違いについてお話できたことも、参考になりました。 

                                   （医学部 3年生） 
ソーシャルワーカー実習 

埼玉のフィールドで実習したいと思った方は、今すぐ下記までご連絡下さい！ 


